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八
月
四
日
、
小
学
生
を
対
象

に
し
た
保
育
体
験
が
、
香
北
町

美
良
布
に
あ
る

『

子
育
て
セ
ン

タ
ー
び
ら
ふ』

で
行
わ
れ
ま
し

た
。こ

れ
は
、
園
児
と
触
れ
合
う

中
で
命
の
尊
さ
、
親
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
実
感

し
て
も
ら
お
う
と

香
北
町
で
毎
年
行

わ
れ
て
い
た
も
の

で
、
今
年
は
市
内

の
一
年
生
か
ら
六

年
生
ま
で
の
十
六

人
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
実
際
に

赤
ち
ゃ
ん
を
抱
っ

こ
さ
せ
て
も
ら
い
、

は
じ
め
は
ビ
ク
ビ

ク
し
て
い
ま
し
た

が
、
す
ぐ
に
慣
れ

｢

か
わ
い
い｣
｢

こ

ん
な
に
や
わ
ら
か

い
が
や
ぁ｣

と
喜

ん
で
赤
ち
ゃ
ん
と

触
れ
合
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
園
児
達
に
絵
本
を

読
ん
だ
り
、
プ
ー
ル
に
入
れ
て

あ
げ
た
り
し
て
楽
し
い
半
日
を

過
ご
し
、
子
ど
も
た
ち
は

｢

楽

し
か
っ
た｣

｢

ま
た
来
た
い｣

と
口
々
に
感
想
を
語
っ
て
い
ま

し
た
。
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八
月
十
一
日
、
香
北
町
永
野

の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
白
寿

荘
で
、
白
寿
荘
と
双
葉
保
育
園

合
同
に
よ
る
納
涼
祭
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

今
年
で
二
十
三
回
目
を
迎
え

た
こ
の
催
し
は
、
白
寿
荘
入
居

者
の
お
年
寄
り
と
園
児
、
ま
た

地
域
住
民
と
の
交
流
を
目
的
に

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

年
は
牛
乳
や
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
な

ど
の
早
飲
み
・
早
食
い
競
走
や

韮
生
太
鼓
の
演
奏
、
そ
の
ほ
か

に
も
園
児
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏
、

よ
さ
こ
い
鳴
子
踊
り
が
披
露
さ

れ
、
園
児
に
誘
わ
れ
た
お
年
寄

り
も
一
緒
に
踊
り
を
楽
し
み
ま

し
た
。
祭
り
の
最
後
に
は
花
火

が
打
ち
上
げ
ら
れ
来
場
者
は
楽

し
い
夏
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。

障
害
の
あ
る
な
し
に
関
係
な
く
、
児
童
ら
が
野
外
活

動
を
通
じ
て
交
流
し
、
相
互
理
解
を
は
か
る｢

交
流
キ
ャ

ン
プ｣

(

地
域
子
ど
も
教
室
推
進
事
業)

が
八
月
十
、

十
一
日
の
二
日
間
、
甫
喜
ケ
峰
森
林
公
園
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

キ
ャ
ン
プ
に
は
、
山
田
養
護
学
校
の
児
童
生
徒
八
人

と
、
市
内
の
小
中
学
生
二
十
三
人
の
ほ
か
、
十
六
人
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
。
児
童
ら
は
六
つ
の
班
に
分
か

れ
て
テ
ン
ト
設
営
や
食
事
の
調
理
を
協
力
し
て
行
い
、

ま
た
、
夕
食
後
は
、
班
ご
と
に
考
え
た
�
出
し
物
�
を

披
露
し
合
い
、
夜
空
の
下
で
、
新
し
く
で
き
た
友
達
と

一
緒
に
キ
ャ
ン
プ
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
が
終
わ
っ
た
後
の
感
想
で
は

｢

全
員
と
仲

良
く
な
れ
た
。
楽
し
か
っ
た｣

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。
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部
落
差
別
を
な
く
す

る
運
動｣

強
調
旬
間
記
念

事
業
と
し
て
、『

堀
内
佳

は
ー
と
ふ
る
コ
ン
サ
ー
ト』

が
七
月
十
八
日
、
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
香
北
で
開
催

さ
れ
、
約
九
十
人
が
堀
内

さ
ん
の
歌
と
ト
ー
ク
を
熱
心
に

聴
講
し
ま
し
た
。

先
天
性
の
目
の
病
気
に
よ
り

全
盲
と
な
っ
た
堀
内
さ
ん
は
、

自
身
の
体
験
を
ふ
ま
え
、｢

み

ん
な
の
違
い
を
認
め
合
う
こ
と

が
で
き
る
社
会
に
な
れ
た
ら
、

自
然
に
差
別
や
戦
争
な
ど
も
な

く
な
っ
て
い
く
と
信
じ
て
る｣

と
会
場
全
体
に
語
り
か
け
て
い

ま
し
た
。

総
合
的
な
学
習
の
時
間
で

｢

福
祉
健
康
コ
ー
ス｣

を
学
ぶ

大
栃
中
生
徒
五
人
が
七
月
二
十

七
日
、
介
護
老
人
保
健
施
設

｢

と
さ
や
ま
だ
フ
ァ
ミ
リ
ア｣

で
施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
体
験

し
ま
し
た
。

生
徒
ら
は
、
車
イ
ス
の
操
作

体
験
や
福
祉
車
両
の
見
学
、
施

設
の
利
用
者
ら
と
植
物
の
手
入

れ
や
折
り
紙
、
手
芸
な
ど
を
一

緒
に
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
物
部
地
区
に
古
く
か

ら
伝
え
ら
れ
て
い
る

『

い
ざ
な

ぎ
流
舞
神
楽』

、
手
話
や
合
唱

を
生
徒
ら
が
披
露
す
る
と
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
生

徒
は

｢

い
ろ
ん

な
体
験
が
で
き

て
と
て
も
勉
強

に
な
っ
た
。
今
日
の
体
験
を
こ

れ
か
ら
生
か
し
て
い
き
た
い｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
十
八
年
度
公
立
学
校
優

良
施
設
に
大
栃
中
学
校
が
選
ば

れ
、
八
月
二
日
に
栃
木
県
宇
都

宮
市
で
開
催
さ
れ
た

｢

第
五
十

一
回
全
国
公
立
学
校
施
設
整
備

期
成
会
定
期
総
会｣

で
、(

社)

文
教
施
設
協
会
よ
り
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

平
成
十
六
年
度
に
改
築
さ
れ

た
同
校
体
育
館
が
、
小
屋
組
み

に
お
い
て
主
要
構
造
部
を
調
達

可
能
な
大
き
さ
の
木
材
を
重
ね

て
使
用
す
る
合
わ
せ
梁
構
法
、

木
材
の
弱
点
を
最
小
限
の
ス
チ
ー

ル
で
カ
バ
ー
す
る
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
構
法
を
採
用

し
た
こ
と
に
よ
り
、
先

進
的
技
術
部
門
で
優
良

と
評
価
さ
れ
た
も
の
で

す
。ま

た
、
木
材
や
土
佐

漆
喰
な
ど
の
地
場
産
品

を
利
用
す
る
こ
と
に
よ

り
温
か
さ
や
や
わ
ら
か

な
質
感
、
吸
湿
性
に
よ

る
快
適
な
室
内
環
境
づ

く
り
な
ど
の
効
果
が
出

る
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て

い
ま
す
。

八
月
九
日
、｢

塩
の
道｣

意

見
交
換
会
が
香
南
市
香
我
美
町

の
山
北
地
区
公
民
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
の
会
は
七
月
三
十
一
日

に
設
立
し
た

｢

塩
の
道
・
香
美

市
保
存
会｣

の
呼
び
か
け
で
、

物
部
か
ら
赤
岡
を
結
ぶ
塩
の
道

の
完
全
復
活
に
向
け
、
互
い
の

意
見
を
交
換
し
よ
う
と
行
わ
れ

ま
し
た
。
香
美
市
か
ら
十
人
、

香
南
市
か
ら
は
十
八
人
が
出
席

し
、
こ
れ
ま
で
の
自
分
達
の
取

り
組
み
や
今
後
の
活
動
に
つ
い

て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
香
南
市
で
も
保
存
会
を

立
ち
上
げ
、
塩
の
道
の
完
全
復

活
を
目
指
し
互
い
に
協
力
し
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。
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大栃中学校体育館

生徒らが披露する ｢いざなぎ流舞神楽｣

熱唱!!

▲
意
見
交
換
で
協
力
を
確
認
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や
な
せ
た
か
し
記
念

館
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム｣

が
開
館
十
周
年

を
迎
え
、
七
月
二
十
一
日

に
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

平
成
八
年
七
月
に
開
館

し
た
同
館
は
、
今
年
六
月

十
六
日
に
は
入
館
者
が
二

百
万
人
を
突
破
す
る
な
ど
、

市
を
代
表
す
る
文
化
・
観

光
施
設
と
し
て
に
ぎ
わ
っ

て
い
ま
す
。

式
典
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
十
年
の
歩
み

を
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
。
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
振
興
財
団
理
事
長
の
野
島
民
雄
・

旧
香
北
町
長
が
、｢

香
美
市
の
発
展
に
貢
献

で
き
る
施
設
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
き
、

多
く
の
お
客
様
に
来
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ

り
が
た
い｣

と
あ
い
さ
つ
。
韮
生
太
鼓
の

演
奏
や
、
美
良
布
・
双
葉
の
両
保
育
園
児

ら
が
記
念
の
紙
風
船
を
空
に
飛
ば
し
、
開

館
十
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

七
月
二
十
四
日
、｢

第
一
回

香
美
市
老
人
ク
ラ
ブ
大
会｣

が

中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
会

員
ら
約
八
十
人
が
参
加
し
ま
し

た
。大

会
は
、
今
年
五
月
に
土
佐

山
田
町
と
香
北
町
の
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
が
合
併
し
、
合
計
五

十
四
ク
ラ
ブ
、
会
員
二
千
四
十

三
人
の

『

香
美
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会』

(

楠
目
五
月
会
長)

が
結
成
さ
れ
た
こ
と
を
う
け
て

開
催
さ
れ
た
も
の
。
会
員
ら
は
、

大
会
を
通
じ
て
、
各
老
人
ク
ラ

ブ
の
活
性
化
と
、
新
し
く
で
き

た
連
合
会
の
発
展
を
め
ざ
し
、

交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
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七
月
二
十
九
日
、
舟
入
小
学

校
で
、｢

ふ
な
い
れ
祭
り｣

が

開
催
さ
れ
、
校
区
内
の
親
子
や

地
域
の
人
々
が
多
数
参
加
し
、

大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
保
護
者
ら

が
出
し
た
出
店
で
ヨ
ー
ヨ
ー
釣

り
や
同
小
学
校
卒
業
生
の
バ
ン

ド
演
奏
を
聞
い
て
祭
り
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
当
日
、

土
佐
山
田
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
試

合
を
終
え
た
高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ

ン
グ
ド
ッ
グ
ス
の
選
手
も
祭
り

に
駆
け
つ
け
、
選
手
の
サ
イ
ン

入
り
ボ
ー
ル
を
賞
品
と
し
た
ジ
ャ

ン
ケ
ン
大
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

直
接
、
選
手
か
ら
手
渡
さ
れ
た

ボ
ー
ル
を
手
に
し
た
子
ど
も
た

ち
の
表
情
は
う
れ
し
そ
う
で
し

た
。
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ジャンケン大会

旧２町の老人クラブ会長に感謝状

記念の紙風船を大空へ飛ばし 韮生太鼓の演奏
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香
美
市
内
の
三
つ
の
消
防
団

が
、
各
地
区
で
夏
季
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。

七
月
二
日
に
は
、
物
部
消
防

団(

団
員
ら
約
二
十
人
が
参
加)

が
開
発
セ
ン
タ
ー
で
礼
式
訓
練

を
実
施
後
、
町
内
の
防
火
水
槽

の
点
検
を
行
い
ま
し
た
。

七
月
二
十
三
日
に
は
、
土
佐

山
田
消
防
団

(

団
員
ら
約
百
三

十
人
が
参
加)

が
、
物
部
川
の

一
斉
清
掃
を
行
っ
た
後
、
楠
目

小
に
て
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

勉
強
会
と
集
団
献
血

(

八
十
四

人)

を
行
い
ま
し
た
。

七
月
三
十
日
に
は
、
香
北
消

防
団(

団
員
ら
百
七
人
が
参
加)

が
、
香
北
青
少
年
の
家
周
辺
で

山
林
火
災
を
想
定
し
た
消
火
訓

練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
各
訓
練
の
当
日
は
、

次
の
方
々
の
表
彰
披
露
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

※
敬
称
略
。(

)

内
は
、
所

属
名
。

◆
消
防
庁
長
官
表
彰

・
永
年
勤
続
功
労
章

曽
我
部
武
春

(

佐
岡
分
団
・

分
団
長)

◆
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

・
功
績
章

五
百
蔵
透

(

土
佐
山
田
消
防

団
本
部
・
副
団
長)

・
精
績
章

安
井
正
興

(

岩
村
分
団
・
分

団
長)

、
三
谷
賢
一

(

香
北

消
防
団
本
部
・
副
団
長)

・
勤
続
章

公
文
波
美
男

(

繁
藤
分
団
・

副
分
団
長)

◆
高
知
県
知
事
表
彰

・
永
年
勤
続
功
労
章

萩
野
憲
生

(

大
栃
分
団
・
分

団
長)

、
島
岡
信
彦

(

山
田

分
団
・
副
分
団
長)

、
堀
川

賢
一

(

山
田
分
団
・
班
長)

、

幾
井
和
雄

(

新
改
分
団
・
副

分
団
長)

、
今
田
博
明

(
美

良
布
分
団
・
班
長)

◆
高
知
県
消
防
協
会
長
表
彰

・
勤
続
章

南
場
良
夫

(

物
部
消
防
団
本

部
・
副
団
長)

、
岡
本
章

(

神
池
分
団
・
班
長)

、
新
谷

和
男

(

神
池
分
団)

、
楮
佐

古
源
長

(

同)

、
猪
本
治
夫

(

同)

、
新
谷
忠
一

(

同)

、

西
内
克
行

(

佐
岡
分
団
・
班

長)

、
井
口
一
男

(

新
改
分

団
・
班
長)

、
山
本
浩
勝

(

新
改
分
団)

、
佐
藤
栄
治

(

繁
藤
分
団
・
班
長)

、
村
上

英
士

(

繁
藤
分
団)

山
本
博

久

(

美
良
布
分
団)

、
五
藤

省
三

(

西
川
分
団)

、
森
本

正
延

(

猪
野
々
分
団)

・
功
績
章

川
村
和
宏

(

佐
岡
分
団)

、

上
村
芳
雄

(

片
地
分
団)

、

出
間
和
浩

(

同)

、
秋
山
成

太
郎

(

楠
目
分
団)

、
藤
野

雄
大

(

山
田
分
団)

、
宮
地

豪

(

同)

、
奥
宮
義
達

(

同)

、

福
留
直
人

(

同)

、
山
本
龍

昭

(

岩
村
分
団)

、
甲
藤
公

史
郎

(

同)

、
都
築
精
郎

(

同)

、
森
下
和
司

(

新
改
分

団)

、
山
本
淳
一

(

同)

、
岡

林
武
彦

(

繁
藤
分
団)

松
田

雄
樹

(

美
良
布
分
団)

、
大

倉
達
也

(

同)

八
月
五
日
に
開
催
さ
れ
た

｢

第
三
十
八
回
土
佐
山
田
ま
つ

り｣

に
、
今
年
も
姉
妹
都
市
の

北
海
道
・
積
丹
町
の
踊
り
子
隊
、

総
勢
六
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

積
丹
町
の
踊
り
子
隊
が
土
佐

山
田
ま
つ
り
に
参
加
す
る
の
は
、

今
年
で
十
四
回
目
と
な
り
、
香

美
市
の
踊
り
子
隊
と
結
成
す
る

合
同
チ
ー
ム
は
、
人
気
チ
ー
ム

の
一
つ
と
し
て
定
着
し
て
い
ま

す
。
六
月
に
北
海
道
で
開
催

さ
れ
た

｢

第
十
五
回
Ｙ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り｣

に
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
を
中

心
に
、
息
の
合
っ
た
踊
り
を

披
露
し
、
沿
道
や
納
涼
祭
会

場
で
は
、
多
く
の
拍
手
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
訪
問
で
は
、

積
丹
町
の
踊
り
子
隊
は
、
香

美
市
内
の
一
般
家
庭
で
民
泊

を
し
、
受
入
家
庭
に
よ
る
心

の
こ
も
っ
た
温
か
い
も
て
な

し
に
大
変
感
激
し
て
い
ま
し

た
。十

月
十
四
、
十
五
日
に
開

催
さ
れ
る

｢

第
二
十
五
回
刃
物

ま
つ
り｣

(

会
場
＝
鏡
野
公
園)

で
は
、
積
丹
町
訪
問
団
に
よ
る

｢

積
丹
町
の
北
海
物
産
市
場｣

が
出
店
さ
れ
ま
す
。
刃
物
ま
つ

り
来
場
の
際
に
は
、
積
丹
町
な

ら
で
は
の
食
材
、
料
理
を
味
わ

い
、
皆
さ
ん
も
食
の
交
流
を
行
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

(

香
美
市
姉
妹
都
市
友
好
都
市

交
流
推
進
協
議
会
事
務
局)
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商店街で息の合った踊りを披露

▲

表
彰
披
露




